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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年1月15日(2015.1.15)

【公表番号】特表2013-545880(P2013-545880A)
【公表日】平成25年12月26日(2013.12.26)
【年通号数】公開・登録公報2013-069
【出願番号】特願2013-544803(P2013-544803)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  27/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 259/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  27/12    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 259/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月17日(2014.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　本発明の範囲及び趣旨から逸脱することなく本発明に予測可能な改変及び変更を行いう
ることは当業者には明らかであろう。本発明は、説明を目的として本出願に記載される各
実施形態に限定されるべきものではない。参照により本明細書に援用したいずれかの文書
内での仕様と開示との間の不一致及び矛盾が存在するという点に関して、本明細書が優先
される。本発明の実施態様の一部を以下の項目［１］－［２６］に記載する。
［１］
　組成物であって、
　モノマーとスルフィネート含有分子との重合により誘導されるフッ素含有ポリマーを含
み、前記スルフィネート含有分子が、
　（ａ）ＣＸ１Ｘ３＝ＣＸ２－（Ｒ）ｐ－ＣＺ１Ｚ２－ＳＯ２Ｍ　　　　式（Ｉ）
　（ｂ）
【化１】

　及び
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　（ｃ）これらの組み合わせ
　（式中、Ｘ１、Ｘ２及びＸ３はそれぞれ、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｃ１～Ｃ４アルキル基及びＣ

１～Ｃ４フッ素化アルキル基から独立して選択され、Ｒは連結基であり、Ｚ１及びＺ２は
、Ｆ、ＣＦ３及びペルフルオロアルキル基から独立して選択され、Ｒ１及びＲ２は末端基
であり、ｐは０又は１であり、ｍは少なくとも２であり、Ｍは陽イオンである）からなる
群から選択される、組成物。
［２］
　式（Ｉ）の前記スルフィネート含有分子が、ＣＦ２＝ＣＦ－Ｏ（ＣＦ２）ｎ－ＳＯ２Ｍ
；ＣＨ２＝ＣＨ－（ＣＦ２）ｎ－ＳＯ２Ｍ；ＣＦ２＝ＣＦ－Ｏ［ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ
］ｎ（ＣＦ２）ｏ－ＳＯ２Ｍ；及びこれらの組み合わせ（式中、ｎは少なくとも１であり
、ｏは少なくとも１であり、Ｍは陽イオンである）から選択される、項目１に記載の組成
物。
［３］
　式（ＩＩ）の前記スルフィネート含有分子が、

【化２】

　及びこれらの組み合わせ（式中、ｎは少なくとも１であり、ｏは少なくとも１であり、
ｍは少なくとも１である）から選択されるセグメントを含む、項目１又は２に記載の組成
物。
［４］
　前記フッ素含有ポリマーが、第２のフルオロアルキルスルフィネート反応開始剤から更
に誘導される、項目１～３のいずれかに記載の組成物。
［５］
　前記第２のフルオロアルキルスルフィネート反応開始剤が、Ｃ４Ｆ９ＳＯ２Ｍ（式中、
Ｍは陽イオンである）である、項目４に記載の組成物。
［６］
　前記モノマーが、ジエン、ハロゲン化アルケン、フルオロアルキル置換エチレン、ヨウ
化アリル、フッ素化アルキルビニルエーテル、フッ素化アルコキシビニルエーテル、オレ
フィン、アクリレート、スチレン、ビニルエーテル、及びこれらの組み合わせから選択さ
れる、項目１～５のいずれかに記載の組成物。
［７］
　前記モノマーが、テトラフルオロエチレン、ヘキサフルオロプロピレン、トリフルオロ
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エチレン、ブロモトリフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、フッ化ビニリデ
ン、フッ化ビニル、ＣＦ３ＣＨ＝ＣＦ２、Ｃ４Ｆ９ＣＨ＝ＣＨ２、ＣＦ２＝ＣＨＢｒ、Ｃ
Ｈ２＝ＣＨＣＨ２Ｂｒ、ＣＦ２＝ＣＦＣＦ２Ｂｒ、ＣＨ２＝ＣＨＣＦ２ＣＦ２Ｂｒ、及び
これらの組み合わせから選択される、項目１～６のいずれかに記載の組成物。
［８］
　前記フッ素含有ポリマーが結晶質である、項目１～７のいずれかに記載の組成物。
［９］
　前記フッ素含有ポリマーが、半結晶質又は非晶質である、項目１～７のいずれかに記載
の組成物。
［１０］
　前記フッ素含有ポリマーが、部分フッ素化されている、項目１～９のいずれかに記載の
組成物。
［１１］
　前記フッ素含有ポリマーが、完全フッ素化されている、項目１～９のいずれかに記載の
組成物。
［１２］
　前記フッ素含有ポリマーが、０．２を超えるＬＣＢＩを有する、項目１～１１のいずれ
かに記載の組成物。
［１３］
【化３】

　及びこれらの組み合わせ
　（式中、Ｘ１、Ｘ２及びＸ３はそれぞれ、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｃ１～Ｃ４アルキル基及びＣ

１～Ｃ４フッ素化アルキル基から独立して選択され、Ｒ７は、少なくとも２つ以上のカテ
ナリー原子を含む連結基であり、Ｚ１及びＺ２は、Ｆ、ＣＦ３及びペルフルオロアルキル
基から独立して選択される）から選択される構造を有する末端基を含むポリマー。
［１４］
　前記末端基が、
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【化４】

　から選択される、項目１３に記載のポリマー。
［１５］
　モノマーの内部重合単位を更に含み、前記モノマーが、ジエン、ハロゲン化アルケン、
フルオロアルキル置換エチレン、ヨウ化アリル、フッ素化アルキルビニルエーテル、フッ
素化アルコキシビニルエーテル、オレフィン、アクリレート、スチレン、ビニルエーテル
、及びこれらの組み合わせから選択される、項目１３又は１４に記載のポリマー。
［１６］
　前記モノマーが、テトラフルオロエチレン、ヘキサフルオロプロピレン、トリフルオロ
エチレン、フッ化ビニリデン、フッ化ビニル、ブロモトリフルオロエチレン、クロロトリ
フルオロエチレン、ＣＦ３ＣＨ＝ＣＦ２、Ｃ４Ｆ９ＣＨ＝ＣＨ２、ＣＦ２＝ＣＨＢｒ、Ｃ
Ｆ２＝ＣＦＢｒ、ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２Ｂｒ、ＣＦ２＝ＣＦＣＦ２Ｂｒ、ＣＨ２＝ＣＨＣＦ

２ＣＦ２Ｂｒ、及びこれらの組み合わせから選択される、項目１５に記載のポリマー。
［１７］
　（ｉ）モノマー及びスルフィネート含有分子を提供する工程であって、前記スルフィネ
ート含有分子が、
　　（ａ）ＣＸ１Ｘ３＝ＣＸ２－（Ｒ）ｐ－ＣＺ１Ｚ２－ＳＯ２Ｍ　式（Ｉ）
　　（ｂ）
【化５】

　　及び
　　（ｃ）これらの組み合わせ
　　（式中、Ｘ１、Ｘ２及びＸ３はそれぞれ、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｃ１～Ｃ４アルキル基及び
Ｃ１～Ｃ４フッ素化アルキル基から独立して選択され、Ｒは連結基であり、Ｚ１及びＺ２
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は、Ｆ、ＣＦ３及びペルフルオロアルキル基から独立して選択され、Ｒ１及びＲ２は末端
基であり、ｐは０又は１であり、ｍは少なくとも２であり、Ｍは陽イオンである）からな
る群から選択される、工程と、
　（ｉｉ）前記モノマーを、前記スルフィネート含有分子の存在下で重合させる工程と、
を含む作製方法。
［１８］
　前記モノマーが、ハロゲン化アルケン、フルオロアルキル置換エチレン、ヨウ化アリル
、フッ素化アルキルビニルエーテル、フッ素化アルコキシビニルエーテル、オレフィン、
アクリレート、スチレン、ビニルエーテル、及びこれらの組み合わせから選択される、項
目１７に記載の方法。
［１９］
　前記モノマーが、テトラフルオロエチレン、ヘキサフルオロプロピレン、トリフルオロ
エチレン、フッ化ビニリデン、フッ化ビニル、ブロモトリフルオロエチレン、クロロトリ
フルオロエチレン、ＣＦ３ＣＨ＝ＣＦ２、Ｃ４Ｆ９ＣＨ＝ＣＨ２、ＣＦ２＝ＣＨＢｒ、Ｃ
Ｈ２＝ＣＨＣＨ２Ｂｒ、ＣＦ２＝ＣＦＣＦ２Ｂｒ、ＣＨ２＝ＣＨＣＦ２ＣＦ２Ｂｒ、及び
これらの組み合わせから選択される、項目１８に記載の方法。
［２０］
　式（Ｉ）の前記スルフィネート含有分子が、ＣＦ２＝ＣＦ－Ｏ（ＣＦ２）ｎ－ＳＯ２Ｍ
；ＣＨ２＝ＣＨ－（ＣＦ２）ｎ－ＳＯ２Ｍ；ＣＦ２＝ＣＦ－Ｏ［ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ
］ｎ（ＣＦ２）ｏ－ＳＯ２Ｍ；及びこれらの組み合わせ（式中、ｎは少なくとも１であり
、ｏは少なくとも１である）からなる群から選択される、項目１７～１９のいずれかに記
載の方法。
［２１］
　式（ＩＩ）の前記スルフィネート含有分子が、
【化６】

　及びこれらの組み合わせ（式中、ｎは少なくとも１であり、ｏは少なくとも１であり、
ｍは少なくとも１である）から選択されるセグメントを含む、項目１７～１９のいずれか
に記載の方法。
［２２］
　反応開始剤を更に含み、前記反応開始剤がフルオロアルキルスルフィネートである、項
目１７～２１のいずれかに記載の方法。
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［２３］
　重合中、前記スルフィネート含有分子が連続的に添加される、項目１７～２２のいずれ
かに記載の方法。
［２４］
　重合中、前記スルフィネート含有分子がバッチで添加される、項目１７～２２のいずれ
かに記載の方法。
［２５］
　項目１～１６のいずれかに記載の組成物を含む物品。
［２６］
　前記物品が、ガスケット、シール、フィルム又はホースである、項目２５に記載の物品
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物であって、
　モノマーとスルフィネート含有分子との重合により誘導されるフッ素含有ポリマーを含
み、前記スルフィネート含有分子が、
　（ａ）ＣＸ１Ｘ３＝ＣＸ２－（Ｒ）ｐ－ＣＺ１Ｚ２－ＳＯ２Ｍ　　　　式（Ｉ）
　（ｂ）
【化１】

　及び
　（ｃ）これらの組み合わせ
　（式中、Ｘ１、Ｘ２及びＸ３はそれぞれ、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｃ１～Ｃ４アルキル基及びＣ

１～Ｃ４フッ素化アルキル基から独立して選択され、Ｒは連結基であり、Ｚ１及びＺ２は
、Ｆ、ＣＦ３及びペルフルオロアルキル基から独立して選択され、Ｒ１及びＲ２は末端基
であり、ｐは０又は１であり、ｍは少なくとも２であり、Ｍは陽イオンである）からなる
群から選択される、組成物。
【請求項２】
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【化２】

　及びこれらの組み合わせ
　（式中、Ｘ１、Ｘ２及びＸ３はそれぞれ、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｃ１～Ｃ４アルキル基及びＣ

１～Ｃ４フッ素化アルキル基から独立して選択され、Ｒ７は、少なくとも２つ以上のカテ
ナリー原子を含む連結基であり、Ｚ１及びＺ２は、Ｆ、ＣＦ３及びペルフルオロアルキル
基から独立して選択される）から選択される構造を有する末端基を含むポリマー。
【請求項３】
　（ｉ）モノマー及びスルフィネート含有分子を提供する工程であって、前記スルフィネ
ート含有分子が、
　　（ａ）ＣＸ１Ｘ３＝ＣＸ２－（Ｒ）ｐ－ＣＺ１Ｚ２－ＳＯ２Ｍ　式（Ｉ）
　　（ｂ）
【化３】

　　及び
　　（ｃ）これらの組み合わせ
　　（式中、Ｘ１、Ｘ２及びＸ３はそれぞれ、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｃ１～Ｃ４アルキル基及び
Ｃ１～Ｃ４フッ素化アルキル基から独立して選択され、Ｒは連結基であり、Ｚ１及びＺ２

は、Ｆ、ＣＦ３及びペルフルオロアルキル基から独立して選択され、Ｒ１及びＲ２は末端
基であり、ｐは０又は１であり、ｍは少なくとも２であり、Ｍは陽イオンである）からな
る群から選択される、工程と、
　（ｉｉ）前記モノマーを、前記スルフィネート含有分子の存在下で重合させる工程と、
を含む作製方法。
【請求項４】
　請求項１記載の組成物を含む物品。
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